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2017 年 2 月、NASA は、地球に似た 7 つの惑星が、我々から 40 光年離れたところで発見されたと発表しまし

た。これらの惑星のうち 3 つは、恒星を周回する岩石の地球型惑星で、地表に水や生命が存在しうる、居住可

能ゾーンにしっかりと位置しています。7 つの地球規模の惑星は、TRAPPIST-1 と呼ばれる超低温矮星を中心

にして、NASA のスピッツァー宇宙望遠鏡で観測されています。 

短時間に高加速できる宇宙推進技術や宇宙航法技術が欠如しているので、現在、人類は他の恒星系への旅を実

現する技術がないのは周知のことです。本書では、時空間の物理構造に基づいたフィールド推進と新しい航法

理論を組み合わせた銀河系への探査を解説します。 

まず、物理学、工学的視点から、推進原理とフィールド推進の推進理論が説明されます。フィールド推進の代

表例として、スペースドライブ推進システム(Space Drive Propulsion System)の理論および登録された特許に

ついて紹介します。そして、最新の宇宙論と天体物理学の観点から、天体物理現象を利用した宇宙推進につい

ても紹介しています。なお、いかなる推進理論も光速を越えることはできません。銀河系探査については、光

速の壁を迂回するワームホールなどの、推進技術ではなく航法技術が不可欠ですので、「光の壁」を克服する

方法、すなわち光の壁をジャンプする超空間航法理論が解説されています。 

著者らは、宇宙航空産業において宇宙航空機や人工衛星の研究開発に長年携わっており、本書は、天体物理学、

星間航法、宇宙船工学など、フィールド推進科学技術の幅広い、しかし詳細な見方を読者に伝えるユニークな

本だと考えています。 
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